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環境関連データの利活用促進に向けて

第4回環境研究機関連絡会研究交流セミナー（2022.12.1）
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環境データのオープンサイエンスにおける位置づけ

[林, 2018]  http://doi.org/10.15108/stih.00145

社会的インパクトが大
きい分野であり、関係
者が多様なため、オー
プンサイエンスのメ
リットを享受しやすい。

一方で、純粋な自然科
学系データと異なり、
個人（地域）情報を含
むデータや産業界・知
財との関係で保護が必
要なデータを含むため、
オープンとクローズを
使い分ける必要がある。



3

国立環境研究所第5期中期計画
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地球環境

資源循環

災害環境

社会
生物多様性

リスク・健康

気候変動適応

地域環境保全

人文・社会科学 自然科学

全球的/国際比較

地域 / 対象限定

研究所内でも分野によ
り、データの取得方法
や使用目的も様々で、
メタデータの統一や詳
細なデータポリシーを
設定するのが難しい。

国立環境研究所 第5期中期計画：基盤となる８分野

オープンデータへのインセンティブ
も分野や事業によりさまざま。

http://db.cger.nies.go.jp/portal/overviews/index?lang=eng
https://db.cger.nies.go.jp/ged/en/index.html
https://www.nies.go.jp/gio/en/index.html
http://www.gosat.nies.go.jp/en/
http://www.gosat-2.nies.go.jp/
https://ap-plat.nies.go.jp/index.html
https://adaptation-platform.nies.go.jp/en/index.html
https://www-iam.nies.go.jp/aim/index.html
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地球環境

資源循環

災害環境

社会
生物多様性

リスク・健康

気候変動適応

地域環境保全

国立環境研究所 第5期中期計画：基盤となる８分野

組織を超えて近い分野で使い合うところからデータ共有・利活用が進むのでは

環境DNA

気候変動予測土地利用

生物生態系

脱炭素化

省エネルギー

都市気候モデル

長期観測
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まとめ

 環境データの多様性
分野によりデータの性質が大きく異なる

 近い分野間のデータ共有
組織を超えたデータ利活用

 データの相互運用性の向上
データの標準化・品質管理の仕組み
データ公開基盤の整備・連携

分野を超えたデータ利活用へ
https://www.unep.org/explore-topics/environment-under-
review/why-does-environment-under-review-matter
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